




 

 私達は50年度および51年度にPMD患者19名について正確な栄養調査を行っ

た結果、注目すべき点としてエネルギー摂取量が上げられた。即ち PMD 患者は

健康人に比較して活動量が少いにもかかわらず、ほぼ基準量近くの摂取がみら

れた。また病状の進行している高年令者についてはより多くの活動の低下がみ

られるにもかかわらず全ての患者が基準値以上のエネルギー摂取量を示した。

その理由としては、これら患者の基礎代謝量(BMR)を実測してみた結果、体重当

りの BMR が亢進していることがわかった。特に高年令の 4名の患者については

全てが基準値よりも高い値であった。このようなことから今後 PMD 患者の栄養

所要量を決める上において、エネルギーのロスを考慮してやる必要がある。そ

こでまず摂取栄養の消化吸収その他による損失、即ち特異動的作用(SDA)による

ロスが正常人に対して変わっているのではないかと考え、本年度 PMD 患者 10

名について SDA を測定することにした。 


